
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

校長    

１２月１１日、子どもたちが毎回楽しみにしている、

の読み聞かせがありました。写真は４～６年生に「魚と

指輪」というイギリスの昔話を、暗唱で読み聞かせていると

ころです。長い物語なのに暗唱なんてすごいですね。 

私も子どもたちに負けないように読書をがんばっていま

す。最近は出口保行さんという犯罪心理学者の本がお気に

入りです。ＴＶにも出ていますから、ご存じの方もいるので

はないでしょうか？この方は長く少年鑑別所や刑務所に勤

務され、そこで犯罪者の心理分析をしていました。その経験を生かし、心理学的観点から子育てで

気をつけるべき点を教えてくれます。今回は『犯罪心理学者は見た 危ない子育て』を読みました。

とても勉強になりましたが、特に「へぇ」と思ったのが、以下の２点でした。引用します。 

 

 

 

 

 

①は教師の世界でもよく言われます。「一生懸命教えているのになぜできないんだ！」といくら

子どもを怒っても、できるようにはなりません。子どもに寄り添い、教師がアプローチを変えるし

か、子どもたちをよくすることはできないのです。日ごろの実践を反省するいい機会となりました。 

②はやはり、と思いました。本校の子どもたちの大好きな読書が、これからの人生をよりよい方

向へ導いてくれると思います。冬休み中、子どもたちの読書をぜひ応援してあげてください。 

◆令和５年も大変お世話になり、ありがとうございました。どうぞよい年をお迎えください◆ 

 

 

 

今年も司書の 、コーディネーターの 、前校長の  

が毎週のように来校し、子どもたちのために図書室の環境整 

備をしてくださっています。今、図書室は写真のようにクリスマス一 

色です。新しい本も毎週棚卸ししてくださるので、子どもたちは図書 

室が大好きです。読み聞かせの を含め、本校の子どもたちの 

読書好きを支えてくださっている皆様、ありがとうございます。 

○１２月１日(金) 参観日・学校保健委員会兼親子学習会・個人面談 

 

 

 

 

 

 

１・２年は生活科で町探検などの発表でした。原稿から目を離して発表する態度が立派でした。 

４・５年は道徳で情報モラルの学習でした。お家の人と一緒に考える姿がステキでした。 

６年生は理科で電気の学習でした。自分の考えを伝えようとする姿勢は、さすが最高学年！ 

 

 

 

 

 

 

 後半の親子学習会では、 中学校養護教諭の から「睡眠と脳」についてお話ししてい

ただきました。小学生は「まえまえ君(前頭前野)」を育てる時期であり、そのために①早寝早起き

②運動③朝ご飯などが重要だと教わりました。楽しく具体的なお話ばかりで、親子で納得でした。 

 

○１２月５日(火)社会科見学・スケート教室 

 

 

 

 

 

 全校で八戸清掃工場とリサイクルセンターにお邪魔しました。ゴミ処理のクレーンに子どもたち

は大興奮。４年生は社会科で学んだことを実際に見て、聞いて、詳しく学ぶことができました。午

後はスケート場で全員おおはしゃぎ。久しぶりに会う大久喜小の友達とも笑顔で交流できました。 

○１２月１４日(木) 鉛筆の寄贈 

 

 

 

 

 

 

 

 地域にお住まいの方から、子どもたちのた 

めに、と、たくさんの鉛筆・赤鉛筆をご寄贈 

いただきました。ありがとうございました。 

手にした子どもたちはとても嬉しそうでした。 

大切に使わせていただきます。 
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１月の行事予定 
※ 行事予定は変更になる場合もあります。 

予め御了承ください。 
 １日(月) 元日  ※冬休みは１／１４まで 
 ８日(月) 成人の日 
１１日(木) 司書来校 
１５日(月) 始業式、生活学習チェック週間 
１６日(火) 身体測定、ブックモービル 
１７日(水) 音楽の集い 
１８日(木) 委員会、スクールカウンセラー来校 
１９日(金) 司書来校 
２３日(火) 学力テスト、地域学校連携協議会 
２４日(水) 学力テスト 
２６日(金) 司書来校 
３１日(水) 音楽の集い 

① 本当に子どものことを思うなら、過度に厳しくするよりも、その子ができるようになる
ためのステップを考えてあげるほうがよほど効果が高いはずです。(前掲書Ｐ１０７) 

② 語彙力のなさは、コミュニケーション上のトラブルにもつながります。(中略)子どもに
とって読書体験は非常に重要です。体験として言葉が刻み込まれていくことで、自分でも
使えるようになります。(同Ｐ２２９) 




